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依存症について①

１ 依存症とは

特定の何かに心を奪われ、「やめたくても、やめられない」状態になること

〇 人が依存する対象は様々であり、代表的なものに、アルコール・薬物・ギャンブル等がある

〇 このような特定の物質や行為・過程に対して、やめたくても、やめられないほどほどにできない
状態をいわゆる依存症という

（厚生労働省ＨＰより）

２ 依存症の種類

依存症の種類は大きく分けて「物質への依存」と「プロセスへの依存」の２種類

（物質への依存）
〇 アルコールや薬物といった精神に依存する物質を原因とする依存症状のこと
〇 依存性のある物質の摂取を繰り返すことによって、以前と同じ量や回数では満足できなくなり、

次第に使う量や回数が増えていき、使い続けなければ気が済まなくなり、自分でもコントロール
ができなくなる

（プロセスへの依存）
〇 物質ではなく特定の行為や過程に必要以上に熱中し、のめりこんでしまう症状のこと

（厚生労働省ＨＰより）

ギャンブル等依存症はプロセスへの依存（行動嗜癖）に該当



依存症について②

３ 依存症の問題点

依存対象のことを大事にしすぎることで、自分や家族の生活に不都合が生じる

〇 飲酒や薬物使用、ギャンブルなどの行為を繰り返すことによって脳の状態が変化し、自分で自分の
欲求をコントロールできなくなる

〇 だんだんと飲酒や薬物使用、ギャンブルなどの行為を第一に考えるようになってしまい、他のこと
がおろそかになり、社会生活をしていく上で優先しなければいけない色々な活動を選択することが
できなくなっていく

〇 その結果、自分や家族の健全な社会生活に悪影響を及ぼす可能性がある

（厚生労働省ＨＰより）

（悪影響の例）

◆ 睡眠や食事がおろそかになり、本人の健康を害す

◆ 嘘をついて家族との関係を悪化させる

◆ 仕事や学校を休みがちになり、続かなくなる

◆ 隠れて借金をしたり、お金を工面するために手段を択ばなくなる



ギャンブル等依存症について

１ 概要

「ギャンブル等依存症」とは、ギャンブル等（法律で定めるところにより行わ
れる公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為をいう。）にのめり込
むことにより日常生活又は社会生活に支障が生じている状態をいう。

〇 ギャンブル等依存症とは、その人の人生に大きな損害が生じるにも関わらず、ギャンブルを続けたい
という衝動が抑えられない病態をいう

（※1970年代後半にＷＨＯにおいて「病的賭博」という名称で正式に病気として認められた）

（久里浜医療センターＨＰより）

（ギャンブル等依存症対策基本法 第二条）

（ギャンブル等依存症の主な症状）

◆ ギャンブルにのめり込む ◆ 興奮を求めて掛金が増えていく

◆ ギャンブルをしないと落ち着かない ◆ 負けたお金をギャンブルで取り返そうとする

◆ ギャンブルを減らそう、やめようとしても ◆ ギャンブルのことで嘘をついたり借金したりする
うまくいかない

〇 ギャンブルをする人は誰でもギャンブル等依存症になり得る

〇 ギャンブルがなかなかやめられないのは、脳内の報酬系等の機能異常が原因と考えられる

〇 ギャンブル等依存症の方々は負けが続いても最終的には勝てると確信している等、ギャンブルに
対する考え方が偏っていることが多い

〇 このような考え方の偏りを見直したり、日常生活を変えたりすることでギャンブルをしたい気持ち
を低減させる等、効果的な対処法を身につける認知行動療法が有効とされているほか、自助グループ
のミーティングに参加することも回復の助けになる
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依存症の外来患者数（１回以上）の推移

依存症患者数の推移について

区分 26年度 27年度 28年度 29年度

全国

アルコール 92,054 94,217 95,579 102,148

薬物 6,636 6,321 6,458 10,746

ギャンブル等 2,019 2,652 2,929 3,499

東京都

アルコール 11,952 12,641 12,987 13,589

薬物 961 922 943 1,506

ギャンブル等 199 248 285 378
（精神保健福祉資料（ＮＤＢ）より）

（人）



近年の国の動向について

薬物

○ 「第五次薬物乱用防止五か年戦略」策定（平成30年８月）
◆「薬物乱用者に対する適切な治療と効果的な社会復帰支援による再乱用防止」などの５つの目標を
設定

○ 「再犯の防止等の推進に関する法律」成立（平成28年12月）
○ 「再犯防止推進計画」策定（平成29年12月）
◆再犯の防止等に関する施策を総合的かつ計画的に推進
◆法では、都道府県等に対して地方再犯防止推進計画の策定の努力義務を規定

アルコール

○ 「アルコール健康障害対策基本法」成立（平成25年12月）
○ 「アルコール健康障害対策推進基本計画」策定（平成28年５月）
◆アルコール健康障害対策の総合的かつ計画的な推進
◆法では、都道府県に対して「都道府県アルコール健康障害対策推進計画」の策定の努力義務を規定

ギャンブル等

○ 「ギャンブル等依存症対策基本法」成立（平成30年７月）
○ 「ギャンブル等依存症対策推進基本計画」策定（平成31年４月）
◆ギャンブル等依存症対策の総合的かつ計画的な推進
◆法では、都道府県に対して「都道府県ギャンブル等依存症対策推進計画」の策定の努力義務を規定

その他

○ 依存症対策全国拠点機関において相談・治療等における指導者養成のほか、地域における
依存症の支援体制の整備等を推進



都における依存症対策について①

１ 依存症相談拠点

〇依存症対策総合支援事業実施要綱（平成29年６月13日障発0613第２号）に基づき、平成31年４月より、
都立（総合）精神保健福祉センターを東京都における「依存症相談拠点」として設定

相談機関名 電話番号 電話以外の問い合わせ

中部総合精神保健福祉センターこころの電話相談
月曜日から金曜日（祝日・年末年始を除く）
午前9時から午後5時まで

03-3302-7711 面接相談は必要に応じて実施（予約制）

多摩総合精神保健福祉センターこころの電話相談
月曜日から金曜日（祝日・年末年始を除く）
午前9時から午後5時まで

042-371-5560 面接相談は必要に応じて実施（予約制）

精神保健福祉センターこころの電話相談
月曜日から金曜日（祝日・年末年始を除く）
午前9時から午後5時まで

03-3844-2212 面接相談は必要に応じて実施（予約制）

２ 相談拠点での取組

項目 概要

依存症専門相談支援事業 専門相談員による本人・家族等を対象とした相談（電話・面接）

依存症者の家族支援事業 家族講座の実施

依存症の治療・回復支援事業 本人向け回復支援プログラム等を実施

普及啓発・情報提供事業 ホームページ、リーフレット等による情報発信

依存症支援者研修事業 保健所、医療機関関係者等を対象とした研修の実施

連携会議運営事業 関係機関による連携会議の開催



都における依存症対策について②

（１）相談・回復支援の取組

① 精神保健福祉相談
・こころの健康等に関する本人や家族等からの相談を実施

・相談は電話のほか、必要に応じて面接も実施

② 依存症家族教室
・家族が依存症についての正しい知識を学び、

依存症者本人への適切な対応を獲得すること
と、家族自身が回復することを目標に実施

③ 回復支援プログラム
・依存症の当事者を対象に認知行動療法に基づいた

回復支援プログラムを実施

【ＴＡＭＡＲＰＰ（再発予防プログラム）】

（多摩総合精神保健福祉センターＨＰより）（多摩総合精神保健福祉センターＨＰより）

【家族教室プログラム】



都における依存症対策について③

（２）普及啓発の取組

②依存症対策普及啓発フォーラム

〇都内在住・在勤・在学の方を対象に依存症対策普及啓発

フォーラムを開催（令和元年11月13日）

〇実施内容
・基調講演
◆女性の回復に必要な３つの条件

～女性の生き方を応援するには～
◆都民に知ってほしいアルコールと依存症についての知識
◆薬物依存からの回復を支えるために

～私たちにできること～
◆ギャンブル等依存症への集団療法 Ｃ－ＧＡＰの試み

・トークセッション

①リーフレットの作成・配布
（ギャンブル等依存症～その理解と回復のために～）

・ギャンブル等依存症に関する普及啓発を目的とした
リーフレットを作成・配布
（※令和元年度改訂を実施）

・関係機関等へ配布するほか、ＨＰにも掲載し、広く
情報を発信

（都立（総合）精神保健福祉センターＨＰより）



（計画の主な構成（案））

〇 ギャンブル等依存症の発症、進行及び再発の各段階に応じた適切な措置と関係者の円滑
な日常生活及び社会生活への支援

〇 多重債務、貧困、虐待、自殺、犯罪等の問題の関連問題に関する施策との有機的な連携
への配慮

基本理念（案）

主な項目 概要

計画の基本的な考え方等 〇 本計画の基本理念や、多機関の連携・協力 等

現状・これまでの取組等 〇 都内におけるギャンブル等依存症の状況 等

関係事業者の取組 〇 関係事業者（公営競技・ぱちんこ）における普及啓発の取組 等

相談・治療・回復支援 〇 医療機関や行政機関、民間団体等の取組や連携 等

予防教育・普及啓発 〇 関係機関における普及啓発、教育等における取組 等

依存症対策の基盤整備 〇 地域における連携協力体制の構築 等

多重債務問題等への取組 〇 違法に行われるギャンブル等の取締り 等

進捗管理 〇 ＰＤＣＡサイクルによる計画的な不断の取組の推進 等

※上記の方向性をベースに、本委員会での検討状況等を踏まえながら、計画の取りまとめを行っていく

ギャンブル等依存症対策推進計画の策定について①



ギャンブル等依存症対策推進計画の策定について②

開催時期 主な議題（案）

第１回
（R2.11月27日）

〇東京都におけるギャンブル等依存症の現状等について
〇今後のスケジュール（案）について 等

第２回
（R3.2月頃）

〇関係者の取組事例発表・意見交換 等

第３回～第５回
（R3.４月以降）

〇関係者の取組事例発表
〇計画（案）の検討について 等

〇 令和２年度は２回の開催を予定

〇 第２回（令和３年２月頃）は関係者の取組事例等の発表を実施

〇 第３回以降は令和３年度の実施を予定し、引き続き関係者の取組事例等の
発表のほか、計画(案)等の検討を行い、令和３年度中の計画策定を目指す
（計画策定までに本委員会を概ね５回程度の開催を予定）

※会議の開催時期等については、新型コロナウイルス感染症の状況等も踏まえ検討していく

〇開催時期・議題（案）



東京都における依存症対策の取組①

アルコール

【計画】

○ 「東京都アルコール健康障害対策推進計画」策定（平成31年３月）
（計画期間：2019年度～2023年度【福祉保健局障害者施策推進部精神保健医療課】）

基本
理念

◆アルコール健康障害の発生、進行及び再発の各段階に応じた防止対策を適切に実施

◆アルコール健康障害を有し、又は有していた者とその家族が日常生活
及び社会生活を円滑に営むことができるように支援

取組の
方向性

（１）正しい知識の普及、および不適切な飲酒を防止する社会づくり

（２）誰もが相談できる相談の場と必要な支援につなげる相談支援体制づくり

（３）医療における質の向上と連携の促進

（４）アルコール依存症者が円滑に回復、社会復帰をするための社会づくり

薬物

○ 「東京都薬物乱用対策推進計画」改定（平成31年３月）
（計画期間：2019年度～2023年度【福祉保健局健康安全部薬務課】）

計画の
構成

薬物乱用防止対策を進める上での「３つの柱」「９つのプラン」「23のアクション」を設定
（１）啓発活動の拡大と充実＜３つの柱ー１＞
・薬物乱用の危険性・有害性に関する正しい知識等を啓発

（２）指導・取締りの強化＜３つの柱ー２＞
・不正な薬物の流通や医薬品等の不適正な使用を社会から根絶することを目指す

（３）薬物問題を抱える人への支援＜３つの柱ー３＞
・薬物を乱用していた人への社会復帰に向けた回復支援等を実施
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